
平
成
二
十
八
年
一
月
七
日
提
出

質

問

第

二

三

号

宜
野
湾
市
内
へ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

照

屋

寛

徳
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宜
野
湾
市
内
へ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
の
み
な
ら
ず
全
国
が
注
目
す
る
宜
野
湾
市
長
選
挙
が
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
四
日
に
投
開
票
さ
れ
る
。
今
の
と
こ

ろ
、
現
職
と
新
人
の
志
村
恵
一
郎
氏
が
立
候
補
を
表
明
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
両
人
に
よ
る
一
騎
打
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
同
市
長
選
挙
を
目
前
に
し
て
、
現
市
長
が
昨
年
十
二
月
八
日
、
菅
義
偉
官
房
長
官
と
の
会
談
の
席
上
、
宜
野
湾
市
内

へ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
や
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
以
下
、
普
天
間
基
地
と
い
う
）
を
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
と
い
う
）
聖
火
リ
レ
ー
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
等

を
要
請
し
て
い
る
。
か
か
る
要
請
、
と
り
わ
け
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
の
実
現
に
つ
い
て
、
菅
官
房
長
官
は
「
政
府
と
し

て
全
力
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
」
と
応
じ
た
よ
う
だ
。

私
は
、
か
か
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
の
実
現
可
能
性
は
全
く
な
く
、
目
前
に
迫
っ
た
市
長
選
挙
を
有
利
に
運
ば

ん
と
す
る
現
市
長
が
、
有
権
者
た
る
市
民
の
歓
心
を
得
る
目
的
で
打
ち
上
げ
た
単
な
る
「
お
笑
い
政
策
」
だ
と
断
ず
る
も
の
で

あ
る
。

現
に
、
か
か
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
に
つ
い
て
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」
の
松
本
人
志
さ
ん
は
、

昨
年
十
二
月
十
三
日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
「
う
そ
で
し
ょ
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
実
際
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
い
。
偽
物
の
ニ
ン
ジ

一



ン
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を
そ
っ
ち
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
」
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
五
日
付
「
琉

球
新
報
」
）
と
持
論
を
展
開
し
た
よ
う
で
あ
る
。

同
様
に
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
爆
笑
問
題
」
の
太
田
光
さ
ん
は
、
同
日
の
別
の
テ
レ
ビ
番
組
で
「
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
除
去

は
す
る
べ
き
だ
し
、
辺
野
古
移
設
は
反
対
だ
」
（
同
「
琉
球
新
報
」
）
と
述
べ
た
上
で
、
誘
致
を
後
押
し
す
る
政
府
の
姿
勢
に

「
見
方
を
変
え
る
と
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
き
た
と
僕
に
は
思
え
る
。
足
元
を
見
や
が
っ
て
、
と
」
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
五

日
付
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
）
と
指
摘
し
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ら
の
発
言
に
照
ら
せ
ば
、
私
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
を
「
お
笑
い
政
策
」
だ
と
強
く
批
判
す
る
の
も
十
分

に
理
解
し
て
い
た
だ
け
よ
う
。

沖
縄
の
民
意
は
、
紛
れ
も
な
く
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
で
あ
る
。
か
か
る
民
意
と
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
八
日
に
沖
縄

側
か
ら
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
「
建
白
書
」
の
理
念
を
尊
重
し
、
政
府
は
「
世
界
一
危
険
な
」
普
天
間
基
地
を

沖
縄
県
内
に
移
設
す
る
こ
と
な
く
、
即
時
閉
鎖
・
撤
去
す
べ
き
だ
。

同
時
に
、
普
天
間
基
地
返
還
後
の
跡
利
用
は
、
地
権
者
の
権
利
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
行
政
と
市
民
各
層
が
一
体
と
な
っ
て

策
定
す
る
跡
利
用
計
画
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
権
者
た
る
市
民
の
鼻
先
に
「
偽
物
の
ニ
ン
ジ
ン
」
を
ぶ
ら

二



下
げ
る
に
等
し
い
、
現
市
長
の
独
断
に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
な
ど
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
〇
一
四
年
一
月
の
名
護
市
長
選
挙
で
、
投
開
票
三
日
前
に
現
地
入
り
し
た
石
破
茂
・
自
民
党
幹
事
長
（
当
時
）
が
五
百
億

円
の
「
名
護
振
興
基
金
」
構
想
を
打
ち
上
げ
た
も
の
の
、
支
援
す
る
候
補
者
が
落
選
す
る
や
構
想
が
雲
散
霧
消
し
た
こ
と
は
、

未
だ
記
憶
に
新
し
い
。

宜
野
湾
市
長
選
挙
が
迫
る
中
、
突
如
明
ら
か
に
な
っ
た
今
回
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構
想
も
右
「
名
護
振
興
基
金
」

構
想
と
同
じ
だ
。
有
権
者
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
現
市
長
と
菅
官
房
長
官
が
一
緒
に
な
っ
て
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
い
る
だ
け

で
、
そ
の
実
現
可
能
性
は
極
め
て
乏
し
い
、
と
強
い
疑
念
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
五
年
十
二
月
八
日
、
菅
官
房
長
官
は
佐
喜
眞
淳
宜
野
湾
市
長
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
実
現
に
向
け
た
協

力
な
ど
六
項
目
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。
右
要
請
内
容
の
詳
細
を
項
目
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

菅
官
房
長
官
は
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
九
日
午
前
の
定
例
記
者
会
見
で
、
宜
野
湾
市
へ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
構

想
に
関
し
、
「
私
自
身
も
会
長
、
社
長
と
お
会
い
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
菅
官
房
長
官
が
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
運

営
会
社
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」
の
加
賀
見
俊
夫
会
長
及
び
上
西
京
一
郎
社
長
と
会
談
し
た
日
時
を
特
定
し
た
上
で
、
要

三



請
内
容
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」
側
の
回
答
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
か
か
る
会
談
は
、
佐
喜
眞
市
長
の
要
請
に
基
づ
き
実
現
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
菅
官
房
長
官
の
判
断
に
よ
る
も

の
か
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

島
尻
安
伊
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
は
二
〇
一
五
年
十
二
月
初
め
、
佐
喜
眞
市
長
と
共
に
「
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」
役
員
と
会
談
し
た
よ
う
で
あ
る
。
日
時
及
び
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
」
側
、
島
尻
大
臣
側
の
出
席

者
を
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
上
、
会
談
の
目
的
と
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
か
か
る
会
談
に
菅
官
房
長
官
の
秘
書
も
同
席
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
菅
官
房
長
官
の
命
に
よ
る
も
の
か
、
事

実
関
係
と
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
一
五
年
十
二
月
八
日
の
佐
喜
眞
市
長
か
ら
菅
官
房
長
官
へ
の
要
請
に
は
、
普
天
間
基
地
を
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
聖

火
リ
レ
ー
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

①

過
去
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
た
夏
季
及
び
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
在
日
米
軍
施
設
・
区

域
内
に
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
た
事
例
が
あ
れ
ば
、
大
会
名
及
び
ル
ー
ト
と
な
っ
た
米
軍
施
設
・
区
域
名
に

つ
い
て
、
政
府
と
し
て
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



②

右
要
請
に
つ
い
て
、
安
倍
内
閣
で
検
討
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
に
も
伝
え

ら
れ
、
情
報
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。
要
請
実
現
に
向
け
た
検
討
状
況
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

③

普
天
間
基
地
内
に
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
場
合
、
日
米
地
位
協
定
等
に
基
づ
き
、
い
か
な
る
手
続
き
が
必

要
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。
二
〇
一
九
年
二
月
が
期
限
の
普
天
間
基
地
の
「
五
年
以
内
運
用
停
止
」
が
実
現
し
た

場
合
も
か
か
る
手
続
き
は
必
要
か
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


